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　戦後の日本資本主義の急速な発展の過程は，生産と
資本の高度の集積・集中を基礎とする独占資本の復活
・強化の過程であり，同時に帝国主義としての諸特徴
を次第に強めていく過程でもあった。とりわけ，昭和
30年代における「高度成長」政策の展開過程で，日本
の生産力は欧米諸国をしのぐ異常なテンポで飛躍的に
拡大し，生産と資本の集積・集中は，かつてなく急激
にすすみ，経済生活の諸側面で決定的な役割を演ずる
金融資本の支配力は一段と強化された。
　とりわけ，昭和39年4月，円交換性回復，IMF8
条国移行，OECD加盟を契機として，資本取引きの
「自由化」が避けられなくなったため，国際競争力を
強め，産業構造の脆弱性を補強するためのさまざまな
措置を必要とした。そして，国家独占資本主義のメカ
ニズムのもとで，「新産業秩序」の確立，「産業の再
編成yと「企業体質の強化」などを志向する各種の
「構造政策が」強行された。
　このような独占本位の「国際競争力強化政策」の強
行は，当然にも中小・零細企業に負担転嫁の重圧がお
よび中小企業の蓄積余力を制約した。独占資本は，こ
れまでのように中小企業を景気変動のクッションとし
て利用するばかりでなく，原価の引ぎ下げ，生産性の
向上，技術水準のレベルアップなどの独占資本の要求
をみたし，労働力の不足と賃金負担の増加に堪えうる
ような中小企業の体質改善を要求した。つまり，生産
力の発展した水準に適合した中小企業の収奪・利用の
新しい方向を求めてきたのである。したがって，「国
際競争力の強化」を大義名分として，「経済効率」の
高い政策を推進しようとする立場から，中小企業の生
産力水準を高めてこれを利用するとともに，他方で
は，「構造改善」の名のもとに独占資本の蓄積のため
の阻害要因として客観的に機能する中小・零細企業を
整理し，切り捨てるというやり方が現実に実施されて
きたのである。
　そのため，現段階における中小企業問題は，生産力
の急速な発展に照応して，これまでとは異なった新し
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い傾向をふくみながら複雑な様相を示現している。そ
れは，①労働力不足の進行，②国際競争の激化，③消
費パターンの変化，④技術革新の進展，⑤都市化の進
行と商圏の移動，⑥業界再編成と企業体質の強化など
の新しい問題に対処し，自らの蓄積条件の制約をいか
にして乗り越え，企業の存立を維持していくかという
重要な課題に直面している。とりわけ，対米輸出規制
の問題や開発途上国の追い上げと特恵関税供与の問題
に対処し，いかに企業存続の道をきりひらいていくか
は，まさに死活問題というべきであろう。
　このような複雑な様相を示現している中小企業問題
の展開を，資本蓄積論の観点から，客観的に分析し，
現段階における中小企業の存立条件を解明すること
は，ひきつづき筆者の課題である。次年度は，このよ
うな意味から，中小企業の協業化について検討を深め
ていきたいと思う。
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